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                                     （平成１８年４月 日本獣医生命科学大学に名称変更） 

 

 

 
大学正規科目の聴講は、大学で一般学生が受講している科目の一部を 

自由大学生にも開放しているものです。幅広い分野の科目が開放されます 

ので、きっとご希望の科目が見つかるでしょう。 

キャンパスで学生と一緒に大学の授業を受けてみませんか！ 

受付期間 

２月１５日（水）～１８日（土） 
午前１０時～午後８時   ※１８日（土）は午後５時まで 
※この期間以外には受付できませんのでご注意ください。 

受付場所 

 自由大学交流センター（吉祥寺本町 2－5－10 ＴＫ吉祥寺ビル 8 階）TEL 0422-20-6340 

 
※受付期間中は混雑が予想されるため、学籍番号によりあなたの受付日時を設けさせていただきます。 

ご協力の程お願い致します。時間の調整が不可能な方は、受付期間の中でご都合のつく時間にお越し

ください。なお、本年度ははがきでのご案内は別途しておりませんので、ご注意ください。 

 

＜履修受付日時＞ 

月日 
学籍番号 

武蔵野市内在住 市外在住 

2月 15日（水） 03100001～ 03100206 03000001～ 03000063 

2月 16日（木） 03100027～ 03100411 03000064～ 03000127 

2月 17日（金） 03100412～ 03100668 05000001～ 以降 

2月 18日（土） 
04100001～ 04100133 

04000001～ 04000026 
05100001～ 以降 

◎ 平成１８年度大学正規科目の履修受付       p.1－2   ◎称号記授与式のお知らせ    p.5 

◎ 平成１８年度寄付講座 （前期）                p.3     ◎事務局から          p.6 

◎ 自由大学生紹介                         p.3 

◎ 自由大学講座、後期寄付講座修了式、教養講座修了式レポート                 p.4 
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聴講可能科目数 最大 12 科目（半期科目は 24 科目）まで聴講できます！ 

 

１つの大学で最大３科目（通年科目）（半期ならば６科目）まで、 

４つの大学合わせて最大１２科目（半期科目ならば２４科目）まで聴講できます。 
※各科目の定員を超えた場合、聴講できない場合がありますが、第１希望の科目については極力ご希望に添え

るように配慮致します。 
※土曜日に開講している大学は、亜細亜大学と武蔵野大学だけです。 

正規科目の１科目あたりの聴講料 

※半期科目でも、通年科目と同等の授業数を有する科目（集中科目など）は、聴講料も通年科目の金額に

なります。 

※正規科目を聴講される方で武蔵野市内在住の方には、１大学１万円（聴講料が１万円を超えない場合

は、5千円）、２大学まで補助がでます。聴講料納付後、別途手続きが必要です。（聴講料補助金交付申

請書の用紙は４月に送付予定です。） 

 

 

 

１．履修受付  2月 15日(水)～18日(土) 午前 10 時～午後 8時 

（18 日(土)は午後 5時まで） 
会場で科目一覧、シラバス（講義概要）を閲覧し、科目を選んで必要書類を添えて申請して下さい。 

 

必要書類 ※必ず履修受付時にお持ちください！ 

①健康診断書 1通（コピー）･･･必要箇所は 胸部レントゲン検査結果 医師の総合所見 
  必要箇所の記載がある３ヶ月以内の健康診断書。 

（平成１７年２月１日以降に市や企業の定期健診で胸部レントゲン検査を受けている方はその写しで可） 

②証明写真 

希望される大学の数分（縦４ｃｍ×横３ｃｍ。３ヶ月以内に撮影したもの） 

③自由大学学生証（または仮学生証） 

 

 

※2月 14日(火)までは平成 17年度の講義概要のみ閲覧できます。 

（自由大学センター：平日午前 10時～午後 5時） 

ただし、昨年の科目を平成 18年度も開講するとは限りません。 

担当教員・時限等も変更する場合があります。 

2月 15日(水)以前には、平成 18年度正規科目の科目一覧、講義概要を閲覧することはできません。 

２．決定通知書の送付     ３月上旬 
大学の聴講許可後、決定通知書と聴講料納付書を送付します。指定の期日までに聴講料を納めてくだ

さい。聴講料の納付を確認後、各大学で聴講生証を作成します。 

３．大学でガイダンスを実施  ４月初旬 
各大学で聴講にあたってのガイダンスを実施します。ガイダンスの日程については、追ってご案内致

します。（決定通知書に同封の予定です） 

４．聴講料補助金申請手続き 
聴講料補助金交付申請書など後日郵送致します。（武蔵野市に在住の方のみ） 

大学名 通年科目 半期科目 

亜細亜大学 20,000円 10,000円 

成蹊大学 30,000円 15,000円 

日本獣医畜産大学 
（平成 18年 4 月より 日本獣医生命科学大学に名称変更） 

30,000円 15,000円 

武蔵野大学 30,000円 15,000円 
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お申し込みの受付は、２月１日（水）より開始します。（締切 ２月２０日(月)） 
自由大学生の方は、電話、または、ホームページ上でお申し込みできます。お問合せ、受付は事務局まで。 

                自由大学事務局 ☎０４２２－２０－６３４０ 

 

● 東京女子大学 ● 
テ ー マ：「生物多様性と人間」 

講 師：石井信夫（東京女子大学文理学部数理学科教授） 

授業内容：地球上の生物にみられる多様性と人類との関わりを巡るさまざまな問題について世界的視

野から解説します。そして、なぜ生物多様性を保全する必要があるのか、どのように保全

したらよいのかなどを考えます。 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 全１３回 月曜日 １６時３０分～１８時００分 

 

 

● 日本獣医畜産大学（平成１８年４月 日本獣医生命科学大学に名称変更） ● 

テ  ー  マ  ：「食品科学概論―食生活と健康に関する科学をやさしく講義する」 

コーディネーター ：佐々木輝雄（日本獣医畜産大学応用生命科学部食品科学科教授） 

授 業 内 容  ：食品科学科が４年間の課程で展開する教育目的と内容を、本学科１２名の教員の

各研究の立場から、映像や資料、実習などの方法を用いて紹介し、食品科学の最

先端を披露する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
★ 全１２回 金曜日 １４時２０分～１５時５０分 

回 月日 テーマ 

1 4月 17日 生物多様性とその分布 

2 4月 24日 生物多様性を保全する意義と方法の概観 

3 5月 1日 野生生物の絶滅の起こり方と絶滅をもたらす要因 

4 5月８日 絶滅危惧種の保護１：レッドリストについて  

5 5月 15日 絶滅危惧種の保護２：現場での対策 

6 5月 22日 外来種問題の概要 

7 5月 29日 外来種対策：琉球諸島のジャワマングース 

8 6月 5日 自然保護地域について 

9 6月 12日 生態系の保全：自然保護地域におけるアフリカゾウの管理 

10 6月 19日 生物多様性保全のための国際的取り組み 

11 6月 26日 野生生物の保護と利用１：ワシントン条約と象牙取引 

12 7月 3日 野生生物の保護と利用２：水産資源の保全について 

13 7月 10日 まとめ：生物多様性保全の新しい潮流 

回 月日 テーマ 講師 

1 4月 14日 食の安全性と健康のための制度について 佐々木輝雄 

2 4月 21日 ヨーグルトと健康について 伊藤 整 

3 4月 28日 食の安全への期待と企業の対応 佐藤邦裕 

4 5月 12日 食品からの有害微生物検出の考え方について 藤澤倫彦 

5 5月 19日 野菜の新しい加工法について 金子憲太郎 

6 5月 26日 おいしさを創る調理科学 佐藤秀美 

7 6月 2日 おいしさの科学 ―食肉のおいしさと香り― 松石昌典 

8 6月 9日 野菜と果物の消費と健康の関係について 麻生慶一 

9 6月 16日 私たちの食生活と遺伝子の関係について 後藤公彦 

10 6月 23日 食品の良いところ悪いところ 原 宏佳 

11 6月 30日 肉食の歴史と食肉業界の最新情報 小竹佐知子 

12 7月 7日 ミルクの不思議と魅力について 阿久澤良造 

自由大学履修対象講座 

9 回以上出席で 1 講座  

お申込について 

自由大学履修対象講座 

9 回以上出席で 1 講座  
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先生方、先輩の皆様、私、自由大学

の新入生です。よろしくお願い申し上

げます。  

私は、歴史・文化・教育などから、

透けて見える人間の内面に興味があり

ます。  

 生涯学習に関しては、子育てしてい

る間は、必要に迫られて、教育に関し

ての講演会に何度も出させていただき

ました。そこで、大変多くのことを、

学ばせてもらいました。  

 去年は、中近東文化センターで、「オ

リエントの世界を知ろう」という寄付

講座を受けました。去年は、イラクへ

の自衛隊派遣などで中近東が注目され

ました。私は、そのあたりについて、

ほとんど知らなかったので、源から学

びたいと思いました。  

 メソポタミア文明は、前３千年位か

らシュメール人により栄えたようです。

現代のキリスト教・イスラム教の源で

ある紀元前の神の形を学びました。  

 印象に残ったのは、古代イスラエル

のコーヘレトの詩です。賢者は紀元前

において、すでに人間の宿命を美しく

歌っていました。「すべてに時期があ

る」と悲しく歌っていました。  

 謎の物体ブッラとトークン、くさび

形文字の実際の刻み方、読み方、遊牧

民のお話などがおもしろかったです。  

 また、三笠宮様の御講義が受けられ

たこと、多くの展示品に出会えたこと

も貴重な体験でした。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年は、亜細亜大学の先生方による「ア

ジアの現状を考える」という講座を受

けました。中国で反日運動が高まるご

とに、日本が円借款を増やしていたと

いう事は知りませんでした。その中国

が ASEAN へ戦略的に急接近しているこ

と。韓国では、長期不況が続いている

こと。フィリピンは財政危機であるこ

となど、きびしい状況を学びました。  

 私は、学ぶことが大好きです。妹は

「知の欲求」という言葉を使っていま

した。  

 ちょっと考えましたら、私、うまく

するとこの先２０年以上、学び続けら

れるのではないかと気付きました。こ

れは、すごい事だと思いました。  

 学んだこと、学ぶ姿勢は自然に周囲

に波及するようです。  

長倉先生のお言葉に従い、広く学ん

でいきたいと思います。こんな年齢で

学べる場のあることがとてもうれしい

です。  

 最後になりましたが、生涯学習に御

尽力くださっている方々に感謝申しあ

げます。  

 

平成１７年１２月

自由大学生紹介コーナー  

 

k レポート 

吉祥寺本町  太田京子  
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本講座は、自由大学生のみで行われる講座です。平成１７

年度は、亜細亜大学アジア研究所教授、小林熙直氏をはじめ

に、亜細亜大学５名の教授陣をお迎えしました。１０月３日

から１０月３１日にかけての全６回、場所は自由大学交流セ

ンターで実施しました。少人数を対象とした非常にコンパク

トな講座ではありましたが、テーマが「アジアの現在を考え

る」という、まさに時宜を得たテーマであり、「身近な問題を、

それぞれの分野に専門である教授のお話を伺いながら考えて 

いくことができた」と大変好評でした。講座後の質疑応答が 

楽しかったというご意見も多く寄せられました。 

事務局では、皆様からいただきましたアンケートを基に次 

回自由大学講座の企画にも力を入れたいと思っております。 

平成１８年度の講座もどうぞ、ご期待下さい。 

 

 

 

 

 五大学共同教養講座では、武蔵野地域にある５つの大学を順番に会場とし、全２０回の講座が

行なわれます。平成１７年度は、６月４日から始まり、１２月

３日には、最後の会場である亜細亜大学にて無事修了式を迎え

ました。半年にわたる長期の教養講座ですが、１２３名の聴講

生が、各大学の特色を生かした多方面の講座を受ける事ができ

ました。また、規定の回数を出席した方（６８名）には、生涯

学習スポーツ課長より修了証が授与されました。 

 

 

 

 

 

 平成１７年度の寄付講座も、１２月１６日の武蔵野大学 

「環境デザイン論」、１２月２０日の亜細亜大学「明日の 

地方自治」、１月１０日の東京女子大学「ヘミングウェイ 

人と文学」、１月１３日の成蹊大学「現代を生きる：生命 

倫理の諸相」と順次修了式を迎え、１月２８日の中近東文 

化センター「中近東の美」で全ての講座を終了する予定で 

す。 

 平成１８年度の寄付講座も、２月より募集を開始します。 

 皆様のご応募お待ちしております。 

自由大学講座レポート 

 

kレポート 

五大学共同教養講座修了式

レポート 

寄付講座修了式レポート 
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平成１７年度称号記授与式のご案内 

自由大学履修対象科目を修了された方の講座数がカウントされ、規定の数を達成された方に、

称号記（学位）が授与されます。授与対象者の方には別途授与式のご案内通知を差し上げます。

尚、現在のポイント数をお知りになりたい方は、３月１日以降
．．．．．．

に事務局までお問合せ下さい。 

 

◆ 日 時：平成１８年３月２５日(土) 午後２時～４時 

◆ 会 場：亜細亜大学 

◆ 内 容：称号記授与 及び 懇談会の予定 

◆ 対象者：市民準学士・市民学士の称号記（学位）授与者（別途通知いたします） 

 

自由大学の記事がむさしの市報（平成１７年１月１５日号）に掲載されました！ 

平成 17年 12月１日にむさしの市報からの取材があ

りました。今回は自由大学生の浅妻武氏がインタビュ

ーに答えてくださいました。記事の内容は、1月 15日

号むさしの市報「CIM コラム」の欄に掲載されました

ので、ご覧下さい。 

 

 

健康診断書について 

 大学正規科目履修受付（２月）や、寄付講座受講（３月、９月頃）の際に健康診断書を提出い

ただいています。これは、学生と同じ教室で受講するにあたって結核の有無と健康状態を確認す

るためです。ご理解をお願いいたします。なお、健康診断書は、受講受付時から１年以内に受診

した各市・区の健診や会社等の健康診断結果の写し（胸部レントゲン結果と総合所見があるもの）

をもって代えることができます。 

 寄付講座や来年度の正規科目を履修するご予定の方は、年に１度の健康診断（武蔵野市の基本

健診の場合は対象が満 40 才以上の市民で、職場などで健診を受診できない方。受診は誕生月と

その翌月の２か月間です。）を受診しておくことをおすすめいたします。 

       武蔵野地域自由大学事務局(交流センター内)           

  

        空いた時間は TK ビルへ！ 

 

〒180‐0004  武蔵野市吉祥寺本町２－５－１０ 

       ＴＫ吉祥寺ビル８階   吉祥寺駅北口徒歩７分 

Ｔｅｌ  ０４２２－２０－６３４０   Fax  ０４２２－２０－６３４１ 

        E-mail  jiyuu@parkcity.ne.jp   月曜～金曜１０時～17 時 

浅妻武氏と執筆者の栃折暢子氏、生涯学習スポーツ課長 

mailto:jiyuu@parkcity.ne.jp

